


【除却する住宅に係る現存確認】　図書作成要領
	
	項　目
	明示すべき事項
	確認

	申請書
	日　付
	　空欄のままお越しください。（図書がすべて整ったことが確認できた後に窓口にて記載して下さい。）
	

	
	接道状況
	　建築基準法上の道路種別を明示して下さい。(例)法42条1項1号、法42条2項、接道なし
	



添付図書作成要領（２部作成）
	図面名称
	縮尺等
	明示すべき事項
	確認

	1.位置図
	1/10,000
以上
	1　方位
2　申請区域を朱書で記し、「申請地」と明示して下さい。
	

	2.付近見取図
	1/2,500
以上
	1　方位、縮尺
2　申請区域の境界（朱書）
3　土地の形状
（※現況図と兼ねることができます。）
	

	3.土地登記事項証明書
	
	1 申請者と所有者が違う場合は、同意書の添付が必要です。
2 受付日前３カ月以内の証明書を添付して下さい。
	

	4.不動産登記法第14条地図の写し等
	
	1　申請地を赤枠で囲み、「申請地」と明示して下さい。
2　申請地が土地地番の一部の場合は、おおむねの申請敷地形状を赤枠で記載して下さい。
3　受付日前３カ月以内の証明書を添付して下さい。
	

	5.敷地求積図
	
	1　三斜、座標値計算等により算出して下さい。
2　敷地辺長を明示して下さい。
	

	6.土地利用現況図
(配置図)
	1/1,000
以上
	1　方位、縮尺
2　申請区域の境界（朱書）
3　敷地辺長を明示して下さい。
4　敷地境界には隣地境界線又は道路境界線を明示して下さい。
5　道路については、建築基準法上の道路種別を明示して下さい。
6　雨水排水ルートを青色で着色明示して下さい。また、雨水の最終放流先を明示して下さい。
7　汚水排水ルートを赤色で着色明示して下さい。また、公共桝と汚水の最終放流先（公共下水道）を明示して下さい
8　水道メーター及び電気メーターBOXの位置を明示して下さい。
	

	7.建築物現況平面図（各階）
	1/500以上
	1　１階平面図は、6.土地利用現況図に明示することができます。
	

	8.建築物求積図
	
	1　敷地内建築物について、建築面積、延べ面積を示した一覧表を作成し、建ぺい率、容積率の計算を明示してください。

	

	9.昭和45年10月31日以前に建築された住宅であることが分かる資料
	
	1　建物の登記事項証明書など。
（※10.除却時に使用する者を限定しない住宅であることが分かる資料と兼ねることができます。）
	

	10.除却時に使用する者を限定しない住宅であることが分かる資料
	
	1 区域区分前の空中写真と建物の登記事項証明書
2 建築確認済及び検査済であることが確認できる通知書の写し又は証明書
3 区域区分前の空中写真と住民票又は戸籍の附票　など

　他

	

	11.その他
	委任状
	1　代理人の住所、氏名、電話・ＦＡＸ番号、押印
2　委任事項
3　委任年月日
	

	
	
	　その他、申請内容により市が要求する資料

	






